
厚労省では、団塊の世代が75歳を迎える２０２５年（令和６年）を目途に、高齢者の尊厳の保持と
自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期
まで続けることができるよう、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の
構築を推進しています。しかし、現時点ではその構想が実現できる状況にはありません。今後の
IT、ICT、AIの活用が実現に向けての鍵を握っているのは確実です。
日医研AIセミナー第３弾では「ポピュレーション・ヘルス・マネジメント」（集団健康管理）と
「医療介護分野における働き方改革」をキーワードに、「AI問診システム“Ubie（ユビー）”」に加え遠
隔診断の保険収載事例を基に診療報酬改定の方向を見据えて各分野の研究者・開発者・活用者
にお話しいただきます。
貴事業の今後益々の発展のために、必要な知識と戦略を構築していただくと同時に、積極的に有
効な新たな技術を取り入れていただきたいと思います。

株式会社日本医療経営研究所 代表取締役 野口哲英

2025年の地域包括ケアシステム実現に向けて、地域を支える医療介
護経営のあるべき姿を理解して頂き、適確な診断をサポートするIT、
ICT、AIの利活用方法を紹介します

病院と介護事業経営者のための

主催：（株）日本医療経営研究所 協賛：（社）全国介護事業者連盟、HealthCare Innovation21研究会
ヘルスケアICT推進会、日本BSC学会

医療資源が限定的、さらに高齢化の進む地域に最も必要な医療介護サービスとは？

令和元年７月６日(土) 14：０0～17：０0

会 場：品川 高輪クラブ 会議室５F
（JR品川駅 高輪口 5分）港区高輪3-25-22高輪カネオビル

参加費： 10,000円／１名（税込）

対 象： 病院ならびに介護事業者
AIに関心のある方･学びたい方

定 員： 先着 ５０名 ※お早目にお申込みください！！

お名前（役職）

TEL：

お申込み後、請求書・地図などをメール宛にお送りします

懇親会 参加 ／ 不参加 （3000円）

懇親会は近くの店で開催します17：30～19：30 会費3000円

Mail：

お申し込みは今すぐFAXで!! 03-5225-1522

病院・会社名

ご住所

（ ）

AIで変わる医療・介護経営セミナーに参加します （ ）名

（ ）

AIで変わる医療介護経営
～変貌する日本の医療介護経営への道しるべ～

第３回日医研AIセミナー



5年後、AIは技術開発が進み、医療・介護の環境は大きく変わります

(医）DIC宇都宮セントラルクリニック理事
米国財団法人野口医学研究所理事
AI問診システムUbieをいち早く導入し
医師の業務効率化に成功している

タイムスケジュール＆講師紹介

佐藤 俊彦（さとう としひこ）
（株）日本医療経営研究所 代表取締役
（社）全国介護事業者連盟 理事長

野口 哲英（のぐち てつひで）

NPO遠隔医療推進ネットワーク 理事長
厚労省の認めるＮＰＯ法人として遠隔診断
などのＩＣＴを活用する事業化の推進役。

萱橋 理宏（かやはし まさひろ）

広島大学大学院医系科学研究科
成人看護開発学 教授

森山 美知子（もりやま みちこ）

Ubie株式会社 共同代表取締役 医師

阿部 吉倫（あべ よしのり）

株式会社日本医療経営研究所 03-5206-8199〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町2-23 info@nichiiken.com

Time テーマ 講 師

13：30～
－開場 ・ 受付－

－総合司会－ (株）日本医療経営研究所 取締役 杉田 利雄

14：00～14：10 －あいさつ－ (株）日本医療経営研究所 代表取締役 野口 哲英

14：10～14：50
地域包括ケアシステム実現でのポピュレーションヘルスマ
ネジメントに向けてのIT、ICTの活用 森山 美知子

－質疑応答 と休憩 10分間－

15：00～15：40 遠隔診療と報酬改定について 萱橋 理宏

15：40～16：10
問診AIシステムUbieとは？
～ubieは医療の現場をどう変えるのか？～ 阿部 吉倫

16：10～16：50
地域医療でのAＩ問診表の有効性について
～病院のAI問診表利活用事例紹介～

佐藤 俊彦

～17：00
総評及び－IT導入補助金2019について－ (株）日本医療経営研究所
企画室長 成田 徹郎

17：15～19：30 懇 親 会 （会場近くの店） ご参加ください

理事長･院長向け「病院経営塾」を28年に
わたり主宰。 600名を超える卒業生は全国

の病院で活躍中。

カリフォルニア州立大学フレズノ校看護学部大学院修士課程修了、京都第一赤十字病院、日本赤十字社医療セ
ンターで看護師。1992年山口県立大学看護学部講師。1997年～2002年まで厚生労働省（看護医療専門官等）
勤務。2002年広島大学教授。米国でホスピス・グループホーム、訪問看護、高次脳障害家族サポートセンター、
アルツハイマー病診断センター、市民病院等で臨床を経験。2010年慢性疾患管理（疾病管理）を行う会社（広島
大学発ベンチャー企業）株式会社DPPヘルスパートナーズを設立（取締役会長）。全国の医療保険者に看護師・
保健師による疾病管理プログラムを提供。

（講師、演題、時間割等は変更になる場合がございます。何卒ご了承ください）

元日本アイ・ビー・エム株式会社／元国際医療福祉大学大学院 特任准教授

成田 徹郎（なりた てつお）

1971年日本IBM社入社、’96年ビジネスインテリジェンス・ソリューション事業推進部を起こし、現在のIBM 

WatsonのベースとなるDataMining技術の開発と販売に従事。執行役員就任後、2019年定年退職、国際医療福
祉大学大学院の准教授に就任し、医療経営管理や厚労省政策へ助言やICT、ITの利活用を推進し現在に至る。

Ubie株式会社 共同代表取締役医師・内科医師
2015年東京大学医学部医学科卒。東京大学医学部附属病院、健康長寿医療センターで最先端医療と高齢者医
療の最前線を経験。その傍ら膨大な文献からデータベースを生成し、問診質問選定アルゴリズムを開発。2017年
世界に誇る日本の医療保険制度の存続を願い、医療現場を技術の力で手助けするべくUbie株式会社を創業。
2017年12月から病院向けに「AI問診Ubie」を提供し、初診時事務時間の65%削減を実現している。


